
   奈良県広域水道企業団道施設又は給水設備の損傷に伴う原因者負担に関

する要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、奈良県広域水道企業団水道事業の給水及び水道用水供給

事業の用水供給に関する条例（令和 7 年 2 月条例第 35 号。以下「条例」

という。）第２２条第３項の規定に基づき、原因者が水道施設又は給水設

備を損傷させた場合における費用の負担について、必要な事項を定めるも

のとする。 

（用語の定義） 

第２条 この要綱における用語の意義は、次項に定めるもののほか、条例にお

いて使用する用語の例による。 

２ 次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるものとする。 

(１) 水道施設 奈良県広域水道企業団（以下「企業団」という。）が所有す

る導水管、送水管、配水管等をいう。 

(２) 給水設備 水道メーター上流側にある給水管及びこれに付属する設備を

いう。 

（復旧工事） 

第３条 原因者は、水道施設又は給水設備を損傷させたときは、直ちに企業団

に報告し、企業団の指示に基づき、当該損傷に係る復旧工事を行うものと

する。この場合において、原因者が指定給水装置工事事業者でないときは、

指定給水装置工事事業者に復旧工事を依頼して行うものとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、やむを得ない理由により原因者が復旧工事を行

うことができないときは、原因者に代わって企業団（企業団が依頼する指定

給水装置工事事業者を含む。第６条第２項において同じ。）が復旧工事を行

うことができる。 

（誓約書） 

第４条 企業団は、損傷を確認した場合、速やかに原因者より誓約書（様式第

１号）を徴するものとする。 

（費用負担、請求等） 

第５条 損傷した水道施設又は給水設備の復旧に要する費用（以下「復旧費」

という。）は、原因者が負担する。 

２ 企業団は、次条の規定により算定した復旧費を原因者に請求するものとす

る。 

３ 前項に規定する復旧費の請求は、請求書及び納入通知書により行うものと



する。 

４ 前項に定めるもののほか、復旧費の請求等に関する手続は、奈良県広域水

道企業団会計規程（令和７年３月奈良県広域水道企業団企業管理規程第３１

号）の定めるところによる。 

５ 原因者は第２項の請求があった場合は、請求のあった日から 30 日以内に納

入しなければならない。 

（復旧費の算定） 

第６条 復旧費は、修理費、損失水費及び現場対応費の合計額とする。 

２ 修理費は、第３条第２項の規定により企業団が行った復旧工事に要する費

用とする。当該費用は材料費、労力費、運搬費、道路復旧費、機械器具損料

及び間接経費の合計額とし、100 円未満の端数があるときはこれを切り捨て

るものとする。 

３ 損失水費は、当該破損により流出した水量及び濁水処理のため排水した水

量の対価であって、次の算式により算定した額とする。なお、流失時間は原

因者が企業団に報告した時刻から止水時刻までの時間とし、その時間が１時

間に満たないとき若しくは既に原因者が応急止水をしたとき又はその時間に

１時間に満たない端数があるときは、その時間又は端数を１時間として計算

する。 

損失水費＝（別表の区分別流出水量×流失時間×条例第 27 条の従量料金）＋ 

      （別表の区分別排出水量×流失時間×条例第 27 条の従量料金） 

４ 現場対応費は、職員が当該損傷に係る現場状況の確認、修理方法の指示、

濁水や断水への対応等に従事したことに対する費用であって、次の算式によ

り算定した額とする。なお、従事時間について１時間に満たないときは１時

間とし、１時間以上であり、かつ、１時間に満たない端数があるときは 15

分単位で算定した時間とする。また、平均時間単価は、公共工事設計労務単

価表における特殊作業員単価（最新の単価）を 8 時間で割り戻した時間当た

りの単価として算定した額とする。 

現場対応費＝従事時間×平均時間単価 

（復旧費の減免） 

第７条 企業団は、特別な事情があると認めたときは、復旧費を減額又は免除

することができる。 

（2 次的損害） 

第８条 断水、流出水等により第三者の人命または財産に損害を与えた場合は、

原因者の責任において処理するものとする。 

（委任） 



第９条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、企業団が別に定める。 

附 則 

この要綱は、令和７年４月１日から実施する。 

 

別表（第６条関係） 

１時間当たりの損失水量算定表 

口径 

（ｍｍ） 

破損により流出した水量算定表 

（㎥／時間） 濁水処理のため排水した

水量算定表（㎥／時間） 
破損度 1～60％ 破損度 61％～100％ 

φ13 3.0 5.0 3.0 

φ20 9.6 16.0 9.6 

φ25 16.8 28.0 16.8 

φ30 26.4 44.0 26.4 

φ40 55.2 92.0 55.2 

φ50 97.8 163.0 97.8 

φ75 204.6 341.0 204.6 

φ100 436.2 727.0 436.2 

φ150 1267.2 2,112.0 1267.2 

φ200 2,702.4 4,504.0 2,702.4 

φ250 4,862.4 8,104.0 4,862.4 

φ300  7,856.4 13,904.0  7,856.4 

φ350 11,788.2 19,647.0 11,788.2 

（備考） 

１ 管径φ13 からφ50 までの流出水量は、ウエストン公式により算出する。 

２ 管径φ75 からφ350 までの流出水量は、ウイリアム・へーゼン公式により

算出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

様式第１号（第４条関係） 

 

 

 

誓 約 書 
 

 

奈良県広域水道企業団企業長 様 

 

 

今回、○○○（所在）          の水道管を損傷いたしました。 

つきましては、この損傷に伴う奈良県広域水道企業団の修理費、損失水費その他の復旧に要

する費用及び損傷等を原因とする損害について負担することを誓約いたします。また、このこ

とについて、第三者に情報提供することに同意します。 

 

 

 

年  月  日 

 

 

 

       所在地 

       会社名 

           代表者氏名 

         電話番号 

 

           記入者氏名 

        電話番号 

 

 

運転免許証番号  その他（           ）  

 


